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「沢遊び」

　平成30年度の“みやかん”の表紙には、「2017仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局

今月の表紙

鈴木　陽仁さん
（仙台市立七北田小学校３年生）
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渡辺皓氏旭日雙光章受章を祝う会を開催

　２月23日（金）午後５時から、仙台市青葉区の勝山館において渡辺皓氏
（前理事長、中央管工業㈱取締役会長）の旭日雙光章受章を祝う会が開
催され、地元業界団体の現役員等73名が出席した。

佐竹理事長

㈱ダイマル　菊地会長

宮城空衛協　小野寺理事長

顧問税理士　芳賀先生

渡辺氏

渡辺ご夫妻とお孫さん

　この会は、渡辺氏の旭日雙光章受章（昨
年11月３日）を皆で祝うべく、当組合の佐
竹理事長及び内海副理事長、一般社団法人
宮城県空調衛生工事業協会（以下、宮城空
衛協）小野寺宏允理事長、宮城県管工事業
協同組合連合会（以下、宮管連）星進副会

長が発起人となり、渡辺氏の意向もあって、案内先は地元業界団体の現
役役員に限定して開催された。
　お祝い会は、当組合の千葉総務課長の司会で進められ、はじめに久野
喬樹氏（ボーカルスクエア「Velvet」を経営）によるピアノ演奏と歌が
披露された。久野氏が奏でる音と歌声が響き渡ると場内は柔らかい空気
になり、出席者を魅了した。続いて、発起人代表を務める佐竹理事長か
ら「この度の受章、誠におめでとうございます。この栄誉は、ご本人、
ご家族の皆様はもとより、地元管工事業界にとっても大変名誉なことで
あり、私どもも心よりうれしく思っています。これからも業界発展のた
めにお力添えを賜りたい」との挨拶があり、宮城空衛協の小野寺理事長
と当組合顧問税理士の芳賀義春先生から祝辞を頂いた後、渡辺氏に対し、
当組合、宮城空衛協、宮管連、㈱宮城県管工事会館からそれぞれ記念品

が贈られた。次いで、渡辺氏と奥様城子さんに、お孫さんの悠斗さんと
陽斗さんから花束が贈呈された後、渡辺氏から御礼と感謝の言葉が述べ
られ、㈱ダイマル菊地厚太郎会長の乾杯の発声で開宴となった。
　会場は終始和やかな雰囲気に包まれ、出席者がそれぞれに渡辺ご夫妻
を囲んでお祝いの言葉を交わす中、午後７時30分、仙台設備クラブの藤
岡正行会長の中締めで、盛会の内にお開きとなった。
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技能向上訓練（技能検定学科・実技部門講習会）を開催

◆学科部門講習会
　１月６日（土）と７日（日）の両日、仙台市宮城野
区の宮城県立仙台高等技術専門校本館教室におい
て、平成29年度技能検定（配管技能士）の学科試
験に向けた講習会を開催したところ、１級10名、
２級５名が受講した。
　この講習会は、１月21日（日）実施の試験合格を
目指し、１・２級合同で行われた。受講生は、講
師の分かりやすい説明にメモをとりながら集中し
て受講していた。
　なお、講師及び講習内容は下記のとおり。

○講師
　１月６日（土）　宮城県立仙台高等技術専門校設備工事科元指導員 砂金 文弘 氏
　１月７日（日）　㈲岩渕設備工業 専務取締役 岩渕 久幸 氏（技能オリンピック全国大会出場者）

○講習内容
　１月６日（土）　・建築配管工法
　　　　　　　　・施工法一般
　　　　　　　　・材料、法規、安全衛生
　　　　　　　　・建築構造と製図
　１月７日（日）　・学科に関する模擬テストと解説
　　　　　　　　・実技に関する計画立案等作業模擬テストと解説

◆実技部門講習会
　１月13日（土）、仙台市宮城野区の仙台人材開発センター実習室において、平成29年度技能検定（配
管技能士）の実技試験に向けた講習会を開催した
ところ、１級19名、２級７名が受講した。
　両日とも、はじめに講師から現寸図の描き方や
課題製作にあたっての注意事項等が説明され、そ
の後、受講生はポイント毎に講師のアドバイスを
受けたり、疑問点について指導を仰ぎながら、本
番同様の課題に取り組んだ。
　なお、講師は下記のとおり。

〇講師
　中島設備工業㈱ 代表取締役 中嶋 剛毅 氏　
　（技能オリンピック世界大会出場者）
　㈲岩渕設備工業 専務取締役 岩渕 久幸 氏　
　（技能オリンピック全国大会出場者）

集中して受講していました

講師から丁寧なアドバイスがありました



− 3 −

平成29年度技能検定実技試験実施

　２月７日（水）・８日（木）の両日、仙台市宮城野区
の仙台人材開発センター実習室において、宮城県職
業能力開発協会が主催する配管技能士１級及び２級
の実技試験が実施された。
　この試験には、実施協力団体として委託を受けて
いる当組合から、技能検定委員３名と補佐員１名が
運営にあたり、今年度は１級29名、２級27名（技能
五輪13名含む）が受検した。
　受検者は、それぞれの標準時間（１級は３時間30
分、２級・技能五輪は２時間30分）内での完成を目
標に、集中して課題製作に挑戦していた。 試験前に注意事項の説明がありました

厳正な審査が行われました

　審査採点は翌９日（金）に行われ、作品は、1.75メガパスカルの水圧検査、及び寸法や出来映えなど
厳正に審査された。
　なお、合格発表は３月16日（金）に行われ、実技試験には１級18名、２級８名が合格した。
　当日の技能検定委員及び補佐員は下記のとおり。

○技能検定委員
　宮城県管工業協同組合　
　　藤岡　正行 氏（㈱アトマックス 代表取締役）
　　相澤十四男 氏（㈱相澤設備 取締役会長）
　　福田　幸穂 氏（㈱加納工業所 代表取締役）
　宮城障害者職業能力開発校　　　　　　　 
　　佐藤　猛彦 氏 （同開発校 技術主査）
○補佐員
　宮城県管工業協同組合
　　小島　祥宏 氏（同組合 工事部次長）　　 
　宮城県立仙台高等技術専門校
　　中野　　進 氏（同専門校 設備工事科指導員）　
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平成29年度安全優良職長厚生労働大臣顕彰を受賞
～㈱アトマックス　小山　徹　氏～

　１月15日（月）、東京都千代田区の厚生労働省講堂において、平成29年
度の安全優良職長厚生労働大臣顕彰式典が行われ、席上、組合員㈱アト
マックスの小山徹氏が、平成29年度安全優良職長厚生労働大臣顕彰を受
賞した。
　この制度は、労働災害による休業４日以上の被災者数が約12万人とな
る中、高い安全意識を持って適切な安全指導を実践してきた優秀な職長
を顕彰することで、その職長を中心とした事業場や地域における安全活
動の活性化を図ることを目的に平成10年度から実施されている。
　小山氏は、優れた技能と経験を持ち、担当する現場で作業の安全を確
保して優良な成績を挙げた職長として認められ、今回の受賞となった。
　誠におめでとうございます。

小山氏

主要品目  ・埋設標識シート ・水道用ゴム輪 ・フランジパッキン・ポリエチレンスリーブ ・ロケーティングワイヤー・その他 埋設用品

ヨツギ株式会社は
環境マネジメントシステムの
国際規格であるISO14001の
認証を取得しています。
●ISO14001認証取得
　認証取得日：2004年8月12日
　認証No．  ：E897

仙台営業所
〒983-0044　仙台市宮城野区宮千代 3 丁目 9−2

TEL 022（235）0288　FAX 022（235）0291



− 5 −

集合写真

青年部コーナー

青年部ファミリーレクリェーションを実施して

ファミリーレクリェーション実行副委員長　鈴木　幸市（大東設備工業㈱）

　今年は、例年に無い寒さの中、毎年恒例の青年
部交流事業の一環であるファミリーレクリェー
ションを１月20日（土）に総勢41名（大人24名、子
供17名）参加のもと開催致しました。
　昨年、ホテルオニコウベの設備故障で、急遽ボ
ウリング大会に変更した経緯を参考に、委員会に
て様々な事業案を毎回夜遅くまで検討した結果、
今年もボウリング大会を行う事にしました。
　当日、会場へ送迎バスで向かう組と自家用車で
向かう組に分かれ、各々コロナキャットボウル仙
台店へ集合。

　郷古孝雄会長（㈲藤英工業）と神田和隆実行委員長（㈲明和設備工業）の挨拶があり、郷古会長の
始球式の後、一斉にスタートしました。各レーンでは、ストライク、スペアを連発し、ハイタッチす
るグループや、ガター、スプリットの連発で肩を落とすグループ、子供にボウリングを教えながらプ
レーするグループ等、歓声が鳴りやまず、大いに盛り上がることができました。
　ボウリング終了後、会場を焼肉レストランひがしやまに移して懇親会を行いました。今年からの試
みで、子供の部、ママの部、おやじの部で順位発表を行い、おやじの部だけはブービー賞も発表しま
した。
　各部の上位３名にはメダルを贈呈し、子供たち全員、ママ全員、おやじの部の上位３名には景品を
プレゼントしました。ちなみに、おやじの部優勝は郷古会長！ブービー賞は私（鈴木）でした。
　懇親会は、焼肉、お酒、ソフトドリンクの飲み食べ放題で、高校生で参加されたお子さんは焼肉と
どんぶり飯５杯をたいらげていました。普段は交流の少ない奥様同士の会話や、終始呑み続けてヘベ

開会式の様子

レケになったおやじさん等、大変に
盛り上がり、宴もたけなわの中、大
泉雄介副会長（㈱北栄工業所）によ
る閉会の挨拶で終了、解散となりま
した。
　皆様の御協力のおかげで、怪我も
なく、今回も無事に終えられた事を
改めて感謝申し上げます。
　良かった点、反省点もありました
が、今回の内容を参考に、来年は更
に楽しい企画にしていきたいと思い
ます。
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青年部コーナー

ボランティア事業を実施して

　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティア事業実行委員長　　佐藤　大樹（佐孝組㈲）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティア事業実行副委員長　遠藤　浩二（㈱丸浩設備工業）

　当青年部は、会員17名参加のもと、２月３日（土）に
「荒巻保育所」と「鶴ヶ谷保育所」の２箇所の公立保
育所にてボランティア事業を行いました。
　この事業は、郷古会長（㈲藤英工業）による「地元
地域に対し、宮管青年部らしい貢献を行いたい」とい
う思いから企画されました。
　当日は、寒さが厳しいながらも天候に恵まれ、郷古
会長から挨拶を頂いた後、２班に分かれて、それぞれ
保育所に向かいました。
　各班は、宮管青年部スタッフジャンパーを着てトイ
レ・水道等の点検やパッキン交換、メーター回りやマ
ンホールの清掃等、設備のアドバイスをしました。

郷古会長の挨拶

集合写真

荒巻保育所での作業の様子 鶴ヶ谷保育所での作業の様子

　各保育所の所長さんからは、「専門的な業者さ
んにボランティアとして見てもらえて有り難いで
す」と感謝の言葉を頂きました。
　今回のボランティア事業を実施するにあたり、
仙台市子供未来局保育課の皆様、各保育所の先生
方、並びに今回参加して頂いた会員の皆様の多大
なるご協力のもと無事終わらせることができまし
たことに改めて御礼申し上げます。
　また、最後に、ボランティア事業実行委員会の
皆様、担当役員の皆様、大変お疲れさまでした。
御礼を申し上げます。誠に有難うございました。
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お知らせ①

平成 30 年 3 月から適用する公共工事設計労務単価について

　標記について、国土交通省よりホームページ上に公表されましたのでお知らせします。
　なお、本単価については、３月から適用となります。

国土交通省土地・建設産業局建設市場整備課

　平成29年度に実施した公共事業労務費調査に基づき、平成30年３月から適用する公共工事設計労務
単価を決定したのでお知らせします。

　○今回決定した公共工事設計労務単価は、平成30年３月31日までに新たな単価の決定を行わない限
り、平成30年４月１日以降も引き続き適用します。

　○今回の決定により、全国全職種単純平均で対前年度比2.8％引き上げられることになります。

１．平成30年３月から適用する公共工事設計労務単価について
　　決定した都道府県別・職種別の公共工事設計労務単価一覧を「平成30年３月から適用する公共工

事設計労務単価」に示す。なお、単価の決定にあたり、社会保険に未加入の者が適正に加入できる
よう、引き続き、法定福利費相当額を適切に反映している。

　　また、入札不調の発生状況等に応じて公共工事設計労務単価を機動的に見直すことのできるよう
に措置している。

　　公共工事設計労務単価は、国土交通省土地・建設産業局建設市場整備課及び各地方整備局技術管
理担当課等で閲覧できる。

２．公共工事設計労務単価について
　（１）公共工事設計労務単価の構成
　　公共工事設計労務単価は、次の①～④で構成される（図－１）。
　　①基本給相当額
　　②基準内手当（当該職種び通常の作業条件及び作業内容の労働に対する手当）
　　③臨時の給与（賞与等）
　　④実物給与（食事の支給等）

　（２）公共工事設計労務単価に含まれない賃金、手当、経費
　　①時間外、休日及び深夜の労働についての割増賃金
　　②各職種の通常の作業条件又は作業内容を超えた労働に対する手当
　　③現場管理費（法定福利費（事業主負担分）、研修訓練等に要する費用等）及び一般管理費等の

諸経費

公共工事設計労務単価 基本給相当額 基準内手当 臨時の給与 実物給与＝ ＋ ＋ ＋

図−１　公共工事設計労務単価の構成
① ② ③ ④

所定労働日数１日当たり所定労働時間内８時間当たり
��������������������������������
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　　　例えば、交通誘導員Ａ、Ｂの単価については、警備会社に必要な諸経費（現場管理費及び一般
管理費等）は、含まれていない。

　（３）留意事項
　　　　公共工事設計労務単価は公共工事の工事費の積算に用いるためのものであり、以下の点につ

いて十分留意すること。
　　　・本単価に含まれる賃金の範囲は（１）のとおりであり、（２）に示すものは含まれないこと。　
　　　　�（法定福利費（事業主負担分）、研修訓練等に要する費用等は、積算上、現場管理費等に含ま

れている）
　　　　なお、労働者の雇用に伴う必要経費を含めた金額を参考に示す。

３．公共事業労務費調査の概要について
　（１）調査目的
　　　　公共工事の発注に際し必要となる予定価格の決定にあたっては、「予算決算及び会計令」に

おいて、取引の実例価格、需給の状況等を考慮して適正に定めることとされている。
　　　　これに基づき、農林水産省及び国土交通省では、公共工事の予定価格の積算に必要な公共工

事設計労務単価を決定するため、所管する公共事業等に従事した建設労働者等に対する賃金の
支払い実態を、昭和45年より毎年定期的に調査している。

　（２）調査方法
　　①調査対象工事
　　　　農林水産省及び国土交通省所管の直轄・補助事業等のうち、平成29年10月に施工中の１件当

たり、1,000万円以上の工事を選定母集団として、無作為に抽出。未着工、完了等の無効となっ
た工事を除く有効工事件数は、11,207件。地方別の有効工事件数を表－１に示す。

　　②調査の実施方法
　　　　調査対象者は、調査対象工事に従事する51職種の建設労働者等（各職種の定義・作業内容を

「調査対象職種の定義・作業内容」に示す）。労働基準法により使用者に調整・保存が義務付け
られている賃金台帳から、請負業者（元請会社及び協力会社）が転記する等して調査票を作成。
会場調査において、調査票記載内容を照合・確認することにより、賃金の支払い実態を把握。

　　③有効標本数
　　　　賃金台帳の不備等による不良標本を除いた有効標本数は、全職種で100,175人。地方別の有

効標本数を表－１に示す。
　　④公共工事設計労務単価の決定
　　　　有効標本について、所定労働時間内８時間当たりに換

算し、都道府県別・職種別に集計。集計結果を基に、公
共工事設計労務単価を決定。

　　　　なお、タイル工、屋根ふき工及び建築ブロック工につ
いては、十分な有効標本数が確保できず、公共工事設計
労務単価として設定するに至らなかった。

　　⑤その他
　　　　平成29年10月調査の対象となった工事の件名及び請負

会社名（元請）については、各地方連絡協議会事務局（国
土交通省各地方整備局、北海道開発局又は沖縄総合事務
局の技術管理課等）において、割増対象賃金比について
は国土交通省ホームページにおいても閲覧できる。

地方連絡
協議会名

有効工事件数
（件）

有効標本数
（人）

北海道 989 9,394

東　北 1,405 14,895

関　東 1,696 17,676

北　陸 902 7,805

中　部 1,321 10,793

近　畿 1,313 10,450

中　国 1,119 8,612

四　国 776 5,778

九　州 1,385 11,776

沖　縄 301 2,996

全国計 11,207 100,175

表−１　有効工事件数及び有効標本数
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平成30年3月から適用する公共工事設計労務単価

（　　  ）（　　  ） （　　  ）（　　  ） （　　  ）（　　  ）

（　　  ）（　　  ） （　　  ）（　　  ） （　　  ）（　　  ）

（　　  ）（　　  ） （　　  ）（　　  ） （　　  ）（　　  ）

（注）岩手県、宮城県、福島県における単価括弧書きは、入札不調の発生状況等に応じた単価を採用している。
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お知らせ②

経営事項審査の改正について

　国土交通省が経営事項審査の事務取扱いを改正することについて、全国管工事業協同組合連合会よ
り、上部団体を通じて情報提供がありましたのでお知らせします。

国土交通省土地・建設産業局建設業課長

「経営事項審査の事務取扱いについて（通知）」の一部改正について

　今般、建設業法第27条の23第３項の経営事項審査の項目及び基準を定める件の一部を改正する告示
（平成29年12月26日付け国土交通省告示第1196号）が制定されたところであるが、これを踏まえ、「経
営事項審査の事務取扱いについて（通知）」（平成20年１月31日付け国総建第269号）の一部を下記の
とおり改正することとしたので、通知する。
　なお、本件改正は、「建設産業政策2017＋10」の提言を踏まえ、社会保険未加入企業や法律違反等
への減点措置を厳格化、地域力の強化の観点から防災活動への貢献の状況の加点幅の拡大及び建設機
械の保有状況の加点方法の見直しを行うものである。

記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　経営事項審査の事務取扱について（平成20年１月31日付け国総建第269号）の一部を別添の通り改
正する。
　　附　則
　この通知は、平成30年４月１日から適用する。
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お知らせ③
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お知らせ④
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お知らせ⑤

平成30年度　各種技能講習・安全衛生教育等実施計画
宮城労働災害防止関係団体

区　　　　分 申込み先 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月 １　月 ２　月 ３　月

技
　
　
能
　
　
講
　
　
習
（
作
業
主
任
者
）

木材加工用機械 林災防 大　衡

プレス機械 労基協 山　形
大河原・福島

岩手
福　島 秋　田 古　川

乾燥設備 労基協 山　形 福　島 福　島 青　森 秋　田 山形・岩手

地山の掘削及び土止め支保工 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

採石のための掘削 砕石協

はい作業
陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

陸災防（労基協） 気仙沼 古　川 石　巻

船内荷役 港災東北

型枠支保工の組立等 建災防 仙　台 仙　台

足場の組立て等
労基協 仙台・瀬峰 古　川 石　巻 仙　台 気仙沼

建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

建築物等の鉄骨の組立て等 建災防 仙　台 仙　台

木造建築物等の組立て等 建災防 仙　台 仙　台

コンクリート造工作物の解体等 建災防 仙　台 仙　台

特定化学物質・四アルキル鉛等 労基協 仙台・山形 仙台・山形 仙　台 山　形 仙　台 山　形 仙　台 仙台・山形

石綿作業 労基協 仙　台 仙　台

普通第一種圧力容器取扱
ＢＣ協 仙　台

ＮＢ協 仙　台

鉛 労基協 福　島 青　森 秋　田

酸素欠乏・硫化水素危険作業 労基協 仙台・山形 山　形 仙　台 仙台・山形 仙　台 仙台・山形 山　形 仙　台 山　形 仙　台

有機溶剤 労基協 仙台・山形 仙台・大河原
仙台・大河原

山形
仙台・山形 仙　台 山　形 仙台・山形 仙台・山形 山　形 仙台・大河原 古　川

技
　
　
能
　
　
講
　
　
習
（
就
業
制
限
業
務
）

床上操作式クレーン運転

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 古　川 古　川

小型移動式クレーン運転

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

BC協（労基協）

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 石　巻 仙　台 石巻・瀬峰
石巻・古川

大河原
塩　釜

陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ガス溶接 労基協 仙　台 石　巻 気仙沼・瀬峰 仙　台 仙台・大河原 古　川

フォークリフト運転
陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

陸災防（労基協）石巻・古川 大河原・瀬峰 石巻・古川 大河原 石巻・古川 大河原・瀬峰 石巻・古川

ショベルローダー等運転 陸災防 石　巻

車両系建設機械（整地等）運転 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

車両系建設機械（解体用）運転・５時間コース 建災防 仙　台 仙　台

不整地運搬車運転 建災防 仙　台 仙　台

高所作業車運転 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台
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玉掛け

労基協 石巻・古川 石　巻
石巻・古川

大河原
石巻・大河原 石巻・古川 大河原 大河原

建災防 仙　台 仙　台 仙　台

陸災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 瀬　峰 仙　台 瀬　峰 仙　台 　 仙　台

ボイラー取扱い
ＢＣ協 仙　台

ＮＢ協 仙　台 仙　台 仙　台

特
　
　
　
　
　
別
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
育

研削といしの取替え等 労基協 古川・大河原 石巻・大河原 古　川

アーク溶接等 労基協 石　巻
仙台・大河原

瀬峰
古　川 気仙沼

電気取扱い業務（高圧） 労基協 仙　台

電気取扱い業務（低圧） 労基協 石　巻

小型車両系建設機械（整地・運搬・掘削等）運転業務 建災防 仙　台

伐木等の業務 林災防 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡

小型ボイラー取扱い ＮＢ協

クレーン取扱い（５t未満）

ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

NC協（労基協） 古　川

労基協 大河原 気仙沼 石　巻 大河原

酸素欠乏・硫化水素危険作業 労基協 仙　台 石　巻 仙　台

石綿取扱い作業従事者 建災防 仙　台

粉じん作業 労基協 仙　台 仙台・石巻 古　川

廃棄物の焼却施設に関する業務（ダイオキシン類対策） 労基協 仙　台

産業用ロボットの教示等 労基協 古　川 大河原

タイヤの空気充填 タイヤ 仙　台

動力プレスの金型等の取り付け、取り外し 労基協 古　川

除染等業務従事者 中災防 仙　台 仙　台

足場の組立等作業従事者（６時間）

中災防 仙　台 仙　台 仙　台

建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

労基協 仙　台 石　巻 仙　台

作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

危
険
有
害
業
務
従
事
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育

ボイラー取扱い業務従事者 ＮＢ協 仙　台

移動式クレーン運転士 ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

フォークリフト運転業務従事者 陸災防 仙　台 仙　台

チェンソー業務従事者 林災防 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡

玉掛業務従事者 ＮＣ協 仙　台

特別教育に
準じた教育

刈払機作業安全衛生教育 林災防 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡 大　衡
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区　　　　分 申込み先 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月 １　月 ２　月 ３　月

管
理
監
督
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
に
対
す
る
教
育

安全衛生推進者養成 労基協 仙　台 古　川 仙　台 石　巻 仙台・大河原 瀬　峰 仙　台
仙台・大河原

気仙沼

衛生推進者養成 労基協 仙　台 仙　台 仙　台

安全管理者選任時教育

中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

労基協 仙　台 仙台・石巻 瀬　峰 仙　台

衛生工学衛生管理者講習 中災防 仙　台 仙　台

能
　
力
　
向
　
上

安全衛生推進者教育（初任時） 陸災防 仙　台

ボイラー取扱作業主任者 ＮＢ協 仙　台

職長・安全衛生責任者能力向上教育 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

普通第一種圧力容器取扱作業主任者 ＮＢ協 仙　台

職長教育及び職長・安全衛生責任者教育

中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

労基協 仙台・瀬峰 石巻・古川 仙台・大河原 仙台・石巻 古　川 塩釜・気仙沼 仙台・大河原
仙台・古川

瀬峰
石　巻 仙台・古川 仙　台 仙台・大河原

建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

足場点検実務者研修 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

作
業
指
揮
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育

荷役機械等はいの従事者 陸災防 仙　台

車両系荷役運搬機械等作業指揮者 陸災防 仙　台

経営首脳者、現場
管理者に対する安
全衛生教育

総括安全衛生管理者セミナー 中災防 仙　台

現場管理者統括管理講習 建災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

技
術
者
等
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

定期自主検査者

局排・除じん装置等（養成講習） 労基協 いわき 仙　台 福　島 仙　台

天井クレーン（安全教育）

ＮＣ協 仙　台 仙　台

ＢＣ協 仙　台

移動式クレーン（安全教育） ＮＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

フォークリフト

検査業所属（養成） 建荷協 仙　台

検査業所属、事業内所属（能力向上） 建荷協 仙　台

車両系建設機
械（運搬・積込・
解体用等）

検査業所属（養成） 建荷協 仙　台

検査業所属、事業内所属（能力向上） 建荷協 仙　台

高所作業車

検査業所属（養成） 建荷協 仙　台

検査業所属、事業内所属（能力向上） 建荷協 仙　台

ゼ
　
ロ
　
災
　
運
　
動

危険予知活動トレーナー研修会（日帰り３日コース） 中災防 仙　台

東北エリア危険予知活動トレーナー研修（２泊３日コース） 中災防 岩　沼

危険予知活動リーダー研修会（日帰り２日コース） 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

危険予知訓練１日研修 中災防 仙　台 仙　台 仙　台

指差し呼称の足場研修会 中災防 仙　台 仙　台 仙　台
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そ
　
の
　
他
　
の
　
安
　
全
　
衛
　
生
　
教
　
育

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

マネジメントシステムリーダー研修会 中災防 仙　台

安全衛生スタッフ向けリスクアセスメント実務研修会 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

リスクアセスメント担当者研修 労基協 塩　釜 大河原 古川・山形 石　巻 気仙沼

職場リーダー向けリスクアセスメント研修会 中災防 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

リスクアセスメント研修会 陸災防 仙　台 仙　台 仙　台

OSHMS内部監査者養成研修会 中災防 仙　台

ダイオキシン類業務に係る作業指揮者養成研修会 中災防 仙　台

熱中症予防セミナー 中災防 仙　台

熱中症予防管理者教育 建災防 仙　台

化学の基礎から学ぶ化学物質管理研修 中災防 仙　台

管理・監督者のための化学物質管理研修 中災防 仙　台 仙　台 仙　台

化学物質管理者選任時研修（健康障害防止） 中災防 仙　台 仙　台

雇い入れ時安全衛生教育 労基協
仙台・古川

大河原・気仙沼

交通労働災害防止担当管理者教育 陸災防 仙　台 仙　台

荷役災害防止担当者安全教育 陸災防 仙　台 仙　台 仙　台

危険予知訓練教育 労基協 古　川 大河原 古　川

事業場内メンタルヘルス推進担当者養成研修 中災防 仙　台 仙　台

管理監督者・職場リーダーのためのラインケアセミナー 中災防 仙　台

THP指導者のための実務向上研修 中災防 仙　台 仙　台

ストレスチェック制度担当者研修 中災防 仙　台 仙　台

看護師・精神保健福祉士のためのストレスチェック実施者養成研修 中災防 仙　台

除染等業務作業指揮者教育 中災防 仙　台 仙　台

斜面点検者に対する安全教育 建災防

ボイラー実技講習

ＮＢ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

労基協 山　形 山　形 山　形

移動式クレーン運転実技講習 ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

受
験
準
備
講
習

衛生管理者受験準備講習 労基協 山　形 仙　台 山　形 仙　台 山　形 仙　台

第２種衛生管理者受験準備講習 中災防 仙　台 仙　台

一級ボイラー技士受験準備講習 ＮＢ協

二級ボイラー技士受験準備講習 ＮＢ協 仙　台 仙　台

移動式クレーン運転士受験準備講習 ＢＣ協 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台 仙　台

〈申込み先〉１　�各種講習会、研修会等の問合せ及び申込みは、〈18頁〉に記載してあるそ
れぞれの団体に直接行って下さい。なお、本表に掲げている「実施計画」は、
主催者の都合により一部変更となることがありますのでご注意下さい。

２　�「仙台」「石巻」などの表示は、開催地を表し、「労基協」は、（公社）宮城労働基準協会
を表します。

　　「福島」「岩手」等の表示は、それぞれの労働基準協会の開催となります。
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お知らせ⑥
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免許試験受験申請書は、次の団体でも取り扱っています
（受験準備講習、実技講習、実技教習等及び参考書については下記にお問合せ下さい）

（公社）宮城労働基準協会
　〒980-0811　仙台市青葉区一番町２－５－22　ＧＣ青葉通プラザ４階	 ℡　022-265-4091

中央労働災害防止協会東北安全衛生サービスセンター　　　　　　　　　　　　　　
　〒980-0011　仙台市青葉区上杉１－３－34	 ℡　022-261-2821

全国官報販売協同組合仙台事業部
　〒980-0014　仙台市青葉区本町３－５－22　宮城県管工事会館１階	 ℡　022-261-8320

（一社）日本ボイラ協会宮城支部（※ボイラー関係のみ）
　〒980-0011　仙台市青葉区上杉３－３－48　同心ビル213号	 ℡　022-224-2245

（公社）ボイラ・クレーン安全協会宮城事務所（※ボイラー・クレーン関係のみ）
　〒983-0013　仙台市宮城野区中野４－７－19	 ℡　022-786-3500

（一社）日本クレーン協会東北支部（※クレーン関係のみ）
　〒980-0014　仙台市青葉区本町２－10－33　第２日本オフィスビル705号	 ℡　022-263-3307

◎「出張特別試験」実施のお知らせ
　１．山形、岩手、青森、秋田、庄内、福島の各会場において「出張特別試験」を実施します。
　２．「出張特別試験案内」は各地区ごとに作成していますので、希望受験会場所在地の労働基準協

会等、又はセンターへ４月中旬以降にご照会下さい。
　　　出張特別試験の案内は、センターのホームページでもご覧になれます。
　３．受験申請書の提出先、受付期間等については、センターで試験を実施する場合と異なりますの

でご注意下さい。

免許試験受験申請書の提出先

東北安全衛生技術センター　〒989-2427　岩沼市里の杜１－１－15　℡0223-23-3181　

㍿ 髙橋セメント工業所
日本工業規格認証取得工場

下水道マンホール側塊・コンクリート排水枡・コンクリート製品一式
本社・工場　仙台市宮城野区高砂１丁目３１－７

URL http://www.takaceme.co.jp

☎仙台（022）258-6101㈹　FAX258-6219
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仙台と言えば…　 仙台駄菓子

　みなさん「仙台駄菓子」をご存知ですか？「仙台駄菓子」は、仙台市で作られる伝統的な和菓子の
名産品の一つで、江戸時代から脈々と受け継がれています。
　現在は、穀類を主材料に水飴や黒糖で甘味をつけた、うさぎ玉、ねじり、おこし、といったものが
主に作られていますが、手作りが中心のため各店によって同じ種類でも味は異なっており、これもま
た「仙台駄菓子」の特徴になっています。

◇駄菓子のはじまり
　日本には、元々砂糖はありませんでしたが、奈良時代に中国から、安土桃山時代には南蛮（中世時
代のポルトガル、スペイン）から、お菓子の文化と共に砂糖が伝来しました。
　江戸時代になって、日本でも砂糖が作られるようになり、庶民の間にも飴売りや菓子売りなど、お
菓子の文化が広まりましたが、町人が裕福になると、武士は自分の身分を守るため、庶民の白砂糖の
使用を禁止しました。そのため、庶民は黒砂糖や穀物を材料にしてお菓子を作り、それらは、身分の
高い人の白砂糖を使用した上菓子に対して、駄菓子と呼ばれました。

◇「仙台駄菓子」の起源…諸説ありますが、次の２つの説が有名です。
　・塩釜に流れ着いた南蛮人の南蛮菓子が起源という説。
　・藩政時代の糒（ほしいい：もち米を蒸して干したもの：安く腹持ちがよい）という保存食が元。
　　糒は、参勤交代や戦時の食料として食べられていました。きびやお米などを乾燥させて固まった

ものは、形を整える前の「雷おこし」のような状態になり、「仙台糒」とも呼ばれました。町民
たちが仙台糒に胡麻やきな粉で味付けをして、駄菓子が作られるようになったという説。

◇「仙台駄菓子」の種類…50種類以上あります。いくつかご紹介します。
　　ね じ り：黒砂糖、米飴で練ったねじり菓子。きなこや白すり蜜がまぶしてある。
　　塩　　釜：�ゆべし種を白砂糖でまぜ、押し固めたものに、しその葉が入った風味のある柔らかい

菓子
　　マコロン：�メリケン粉に、ピーナッツを粉にしたものを混ぜ、ピンポン玉のように焼き上げたクッ

キー菓子。
　　うさぎ玉：�あんに米飴、麦芽水飴、黒砂糖、みじん粉で練り、白すり蜜をまぶした菓子。戦前の

子供たちに人気があった。

江戸・明治期の時点では子供向けのありふれた駄菓子で、名物とまでは言
われていませんでした。伝統駄菓子の衰退期であった昭和 30 年代以降に、

「仙台駄菓子」の種類の豊富さ、味わい深さなどが高く評価され、「仙台駄
菓子」という固有名が生まれたそうです。



− 24 −

 「特別授業プログラム作成プロジェクトチーム」
㈱興盛工業所　代表取締役社長

宮城県管工業協同組合 
理事　小　林　照　和

　皆様もご承知の通り、建設業における就業者の高齢化と若手入職者不足は喫緊の課題。震災後、仙

台市では地域建設産業振興の観点から、有識者を交えた意見交換会が実施され、「仙台市地域建設産

業に係る検討準備会」が立ち上がりました。この検討準備会のメンバーは現在、仙台市都市整備局技

術管理室をはじめ、地元建築関連の諸団体、管工事業界からは一般社団法人宮城県空調衛生工事業協

会。オブザーバーとして東北地方整備局からも数名出席頂いております。その具体的活動として、４

名からなる「特別授業プログラム作成プロジェクトチーム（以下ＰＴ）」が組織されました。ＰＴの

活動内容は、地域の子供たちに建設業の必要性や魅力を知ってもらう目的で、建設業に関する授業プ

ログラムを作り、仙台市立の小中学校の理科や技術家庭科の授業として採用してもらうこと。もちろ

ん、その先にある目的は、将来建設業に携わりたいという子供たちを少しでも増やすことです。仙台

市立の小中学校には、このように民間から提案された授業を取り入れる枠があります。

　私は宮城空衛協からの出向という形で、このＰＴに参加しています。授業はこちら側の勝手な内容

にすることは許されず、あくまでも、小中学校の年間指導計画に沿った内容でなければなりません。

今回は、年間指導計画にある「災害への備え、災害時の暮らしと住まい」という題材に沿った授業プ

ログラムを、仙台市の技術管理室や教育委員会の皆様の意見も頂戴しながらＰＴで作成中です。

　平成27年３月に第３回国連防災世界会議が仙台で行われ、その際、仙台市水道局と当宮管の協働で

配水管の応急復旧デモンストレーションが実施されたことは、皆様の記憶にも新しいと思います。組

合員の皆様からも多大な協力を頂いて実施されました。そのビデオ映像を宮管を通じて水道局から頂

戴しました。30分ほどの記録ビデオを約４分に編集し（全くしたことのない編集作業に丸一日かかり

ました）、ＰＴの会議で上映したところ大変好評で、今回作成している授業のメインとして活用する

ことになりました。その他にも、実際に子供たちに触れてもらうパイプのサンプルや、震災時の写真

なども準備中です。

　建設業全体の話でありますから、時間が限られた授業の中で管工事の話題ばかりとはいきませんが、

Note役員ノート

第３回国連防災世界会議の際に行われた配水管
応急復旧デモンストレーションの様子（平成27
年３月、仙台で開催）

我々管工事業界のことを大いにＰＲしたいと考え

ています。ただし、このような授業プログラムは

他の産業からも提案があり、どのプログラムを採

用するかは毎年各学校が決めるとのことなので、

必ずしも今回作成するプログラムが採用になると

は限らないのが難しい所。まだまだ課題はありま

すが、ＰＴメンバーの作業が徒労に終わることの

ないよう、そして業界のＰＲに繋がるよう頑張り

たいと思います。もしかすると、皆様のお子様や

お孫様にこの授業を体験してもらうことになるか

もしれません。
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組 合 の う ご き

１月４日（木）・仙台市・仙台商工会議所「新年のつどい」に佐竹理事長外出席
１月５日（金）・仕事始め
　　　　　　・（一社）宮城県設備設計事務所協会平成30年新年賀詞交歓会に藤井専務理事出席
１月６日（土）・平成29年度技能向上訓練（技能検定学科部門講習会）を開催し、１級10名、２級５名
　～７日（日）　受講
１月10日（水）・建設業労働災害防止協会宮城県支部平成30年建設業新年安全祈願祭並びに平成30年建

設業新年安全推進大会に藤井専務理事出席
１月11日（木）・１月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④平成30年新年祝賀会出席状況等報告
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①渡辺皓氏旭日雙光章受章を祝う会の開催について
　　　　　　　②平成29年度大卒者を対象とした平成30年度新規採用の見送りについて
　　　　　　　③職員給与初任給基準額改定の検討について
　　　　　　　④２月度役員会の開催日程変更について
　　　　　　　⑤水道凍結防止キャンペーンの中止について
　　　　　　・平成30年新年祝賀会開催、来賓及び組合員等178名出席
１月13日（土）・平成29年度技能向上訓練（技能検定実技部門講習会）を開催し、１級19名、２級７名

受講
１月15日（月）・宮城県中小企業団体中央会平成30年新春講演会に佐竹理事長出席
　　　　　　・仙台設備クラブ平成30年新春懇談会に佐竹理事長、藤井専務理事出席
１月16日（火）・企画委員会開催
　　　　　　　①職員給与初任給基準額改定の検討について
　　　　　　・（一社）全国建設産業団体連合会理事会及び協議員会に渡辺（皓）理事出席
１月17日（水）・全管連第333回理事会・新年賀詞交歓会に渡辺（皓）理事出席
１月19日（金）・（一社）宮城県空調衛生工事業協会平成30年新年賀詞交歓会に吉田常務理事出席
１月23日（火）・宮城県建設産業団体連合会団体長・事務局長合同会議に藤井専務理事出席
　　　　　　・消費税軽減税率対策研修会に阿部経理係長出席
１月24日（水）・仙台市配水管工事業協会平成30年新春懇談会に佐竹理事長外出席
　　　　　　・（一社）東北空調衛生工事業協会平成30年新年賀詞交歓会に藤井専務理事出席
１月25日（木）・仙台電気工事事業協同組合平成30年新春祝賀懇親会に佐竹理事長出席
　　　　　　・平成29年度後期技能検定（建築配管）実技試験が実施（於：啓徳技能訓練所）され、

相澤十四男会長（㈱相澤設備）が技能検定委員として運営にあたる
１月26日（金）・70周年記念誌第３回編集委員会開催
　　　　　　　①周年記念誌の作成概要（比較表）
　　　　　　　②発刊までのスケジュールについて
　　　　　　　③70周年記念誌『七十年のみち』の構成（目次）案について



− 26 −

　　　　　　　④本編（第１章～第15章）の掲載記事校正について
　　　　　　　⑤次回委員会について
　　　　　　・企画委員会開催
　　　　　　　①職員給与初任給基準額改定の検討について
　　　　　　・（一社）宮城県建築士事務所協会平成30年新年賀詞交歓会に佐竹理事長出席
１月29日（月）・平成29年度随時実施技能検定（建築配管）実技試験が実施され、福田幸穂社長（㈱加

納工業所）が技能検定委員として運営にあたる
１月30日（火）・平成29年度第３・四半期監査会開催
　　　　　　・仙台商工会議所平成29年度表彰式が開催され、当組合が創立記念表彰、渡邉管理係長、

佐瀨工事係員、千葉（政）修繕センター南エリア担当係員が優良従業員表彰を受賞

２月５日（月）・２月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③第３・四半期決算報告
　　　　　　　④第３・四半期監査報告
　　　　　　　⑤企画委員会報告
　　　　　　　⑥技能向上訓練（実技・学科講習会）決算報告
　　　　　　　⑦平成30年新年祝賀会決算等報告
　　　　　　　⑧70周年記念誌第３回編集委員会報告
　　　　　　　⑨嘱託員の人事について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①全管連表彰該当候補者の推薦について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①全管連第58回通常総会・全国大会への参加について
　　　　　　　②平成30年度通常総会に向けた主な会議等日程について
　　　　　　　③春季労使交渉について
　　　　　　・渡辺皓氏旭日雙光章受章を祝う会発起人会に組合四役外出席
　　　　　　・平成29年度仙台市技能職団体連絡協議会新年交流会に藤井専務理事出席
　　　　　　・宮城県建設業社会保険加入推進地域会議並びに第１回東北地方建設産業社会保険推進

連絡協議会に小島工事部次長出席
２月７日（水）・（一社）宮城県建設業協会と建設産業専門団体東北地区連合会宮城県支部との意見交換

会に藤井専務理事出席
　　　　　　・ＪＡＭ宮城労使会議に藤井専務理事出席
２月７日（水）・平成29年度後期技能検定（建築配管）実技試験が実施され、技能検定委員として藤岡
　～８日（木）　正行社長（㈱アトマックス）、相澤十四男会長（㈱相澤設備）、福田幸穂社長（㈱加納

工業所）外が運営にあたる
２月８日（木）・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田常務理事、松岡理事出席
２月９日（金）・全管連第51回事務局研修会に吉田常務理事出席
２月10日（土）・山野國廣氏藍綬褒章受章記念祝賀会に渡辺（皓）理事出席
２月16日（金）・岩手県管工事業協同組合連合会創立30周年記念式典並びに記念祝賀会に渡辺（皓）理事

出席
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２月19日（月）・平成29年度宮城県建設雇用改善推進対策会議に佐竹理事長出席
　　　　　　・東北ＰＰＰ推進連絡協議会第10回新春特別講演会に佐竹理事長出席
２月20日（火）・70周年記念誌第４回編集委員会開催
　　　　　　　①記念誌「本編（第１章～第15章）」の校正について
　　　　　　　②「口絵」「座談会２の記録」「青年部の寄稿文」「第16章アーカイブ」
　　　　　　　　の掲載内容について
　　　　　　　③その他
　　　　　　　　・記念誌の配付先（案）について
　　　　　　　　・作成部数の変更について
　　　　　　　　・次回（第５回）委員会の開催について
　　　　　　・労組ＪＡＭ宮城統一要求
２月21日（水）・宮城県職業能力開発協会平成29年度第２回理事会に渡辺（皓）理事出席
２月22日（木）・平成29年度建設専門業の経営革新支援研修会に藤井専務理事出席
２月23日（金）・渡辺皓氏旭日雙光章受章を祝う会に佐竹理事長外出席
　　　　　　・（公財）仙台市水道サービス公社第27回理事会に内海副理事長、藤井専務理事出席
２月28日（水）・全管連会長・６部会担当副会長会議に渡辺（皓）理事出席
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組合員のうごき
○組合員組織変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【平成30年１月11日付】

　泰光住建 株式会社 （No.158）
　　　　 新　泰光住建 株式会社
　　　　 旧　有限会社 泰光住建

○準組合員代表者変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【平成30年１月５日付】

　エス・ケー・シー・リハウス 有限会社 スピリッツ
　　　　　　　　　　　　　　新　代表取締役　佐　藤　孝　行
　　　　　　　　　　　　　　前　代表取締役　佐　藤　義　郎（→取締役会長へ）

○組合脱退　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【平成30年３月31日付】

　ダイダン 株式会社 東北支店（No.15）　　
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理事（役員）会報告

－１月度役員会－　
１．日　　時　　平成30年１月11日（木）16：00 ～ 16：40
２．場　　所　　勝山館　２階　楓の間
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・内海副理事長・藤井専務理事・吉田常務理事
　　　　　　　　　　　　　渡辺（皓）理事・外山理事・菅原理事・小林理事・渡辺（好）理事
　　　　　　　　　　　　　井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　計14名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・中鉢監事・大浦監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・須藤総務部次長・白戸資材部次長・小島工事部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の12月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ12月度の実績と予算比、及び前年比等
が報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　外山広報委員長より、機関誌「みやかん」新春号の掲載予定記事等について報告され、一同了承した。

④平成30年新年祝賀会出席状況等報告
　吉田常務理事より、首題祝賀会の出席予定人数や次第、来賓の席割等について説明され、一同了承
した。

※その他
①渡辺皓氏旭日雙光章受章を祝う会の開催について
　吉田常務理事より、首題の件について宮管、宮城空衛協、宮管連、中央管工業㈱の４法人が発起人
となり、各団体の現職役員と受章者本人の交友者によるお祝い会を２月23日に勝山館で開催する旨が
説明され、一同了承した。
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②平成29年度大卒者を対象とした平成30年度新規採用の見送りについて
　藤井専務理事より、平成29年度大卒者の採用計画について、筆記試験と面接試験を行ったが採用に
は至らなかったため、平成30年度新規採用の計画は見送り、平成31年度採用に向けた募集活動を行い
たい旨が説明され、一同了承した。

③職員給与初任給基準額改定の検討について
　佐竹理事長より、首題の件に関し、当組合給与の高卒と大卒の初任給水準が低く、新規採用活動に
も支障があることから、初任給基準額の改定について企画委員会に総務・厚生委員長を加えた委員会
で検討してほしい旨が諮問され、一同了承した。

④２月度役員会の開催日程変更について
　吉田常務理事より、２月度役員会の開催日について、２月５日に予定したい旨が説明され、一同了
承した。

⑤水道凍結防止キャンペーンの中止について
　千葉総務課長より本年度の首題キャンペーンは実施が見送られることになった旨が報告され、一同
了承した。

－２月度役員会－　
１．日　　時　　平成30年２月５日（月）15：00 ～ 16：30　
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・内海副理事長・藤井専務理事・吉田常務理事
　　　　　　　　　　　　　渡辺（皓）理事・外山理事・菅原理事・小林理事・井上理事・赤間理事
　　　　　　　　　　　　　松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・大浦監事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・須藤総務部次長・白戸資材部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の１月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材及び工事の１月度の実績と前年比、及び目標額に対する達成率等について報告
され、一同了承した。
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③第３・四半期決算報告
④第３・四半期監査報告
　須藤総務部次長より、第３・四半期の決算内容について説明され、次いで武田監事より、監査の結
果、適正に処理されていることを認めた旨が報告され、一同了承した。

⑤企画委員会報告
　井上企画委員長より、１月度の理事会で理事長から諮問された宮管職員の初任給基準改定について、
１月16日と26日の２回にわたって開催した首題委員会における審議経過と答申内容が報告され、答申
書のとおり改定することで一同了承した。

⑥技能向上訓練（実技・学科講習会）決算報告
　藤井専務理事より、平成30年１月６日～７日に実施した技能向上訓練の学科講習会、同じく１月13
日に実施した実技講習会の各受講者数と収支結果等が報告され、一同了承した。

⑦平成30年新年祝賀会決算等報告
　吉田常務理事より、首題祝賀会の出席者及び収支決算等について報告され、一同了承した。

⑧70周年記念誌第３回編集委員会報告
　吉田常務理事より、１月26日に開催した首題委員会において決定した事項と、文章校正作業を行っ
ている旨が報告され、一同了承した。

⑨嘱託員の人事について
　藤井専務理事より、嘱託員の内、平成30年３月31日をもって雇用契約期間が満了する４名について、
３名は４月１日から１年間延長（更新）し、１名は雇用契約を終了することが報告され、一同了承した。

※協議事項
①全管連表彰該当候補者の推薦について
　千葉総務課長より、平成30年度の首題表彰候補者として、組合員５社から推薦された従業員11名と
組合職員２名を申請したい旨が説明され、一同了承した。

※その他
①全管連第58回通常総会・全国大会への参加について
　吉田常務理事より、平成30年７月４日に静岡市で開催が予定されている首題の大会について説明さ
れるとともに、役員の参加について、後日あらためて事務局より都合の確認を行うこととした。



− 32 −

②平成30年度通常総会に向けた主な会議等日程について
　吉田常務理事より、５月18日に予定している総会に向けた今後のスケジュール等について説明され、
一同了承した。

③春季労使交渉について
　藤井専務理事より、今春の労使交渉の主なスケジュール等が説明され、一同了承した。

④日刊建設新聞掲載記事について
　吉田常務理事より、平成30年１月31日付発行の首題新聞に掲載された、渡辺皓前理事長の旭日雙光
章受章インタビュー記事が紹介された。

○定年退職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【平成30年３月31日付】

　資材部営業課営業係　加藤真由美（４月１日より同営業係嘱託員）

○退職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【平成30年３月31日付】

　修繕センター部北エリア担当指導員（嘱託員）　草刈　康雄

○異動　（ 　）内は前職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【平成30年４月１日付発令】

　須藤　周悦　総務部長兼経理課長事務取扱（総務部次長兼経理課長事務取扱）
　小島　祥宏　資材部次長兼管理課長事務取扱（工事部次長）
　升澤　　健　資材部営業課営業係長（工事部調整課調整係長）
　白戸　克治　工事部次長兼調整課長事務取扱（資材部次長）
　鬼川　浩吉　工事部次長兼工事課長事務取扱（工事部工事課長）
　千葉　達也　工事部調整課調整係長（資材部営業課営業係長）
　鹿又　政人　修繕センター部南エリア担当課長（工事部工事課長）
　松山　幸治　修繕センター部南エリア担当係長（修繕センター部北エリア担当係長）
　山田　　亨　修繕センター部南エリア担当（修繕センター部北エリア担当）
　山田雄一郎　修繕センター部北エリア担当係長（修繕センター部南エリア担当係長）
　千葉　政司　修繕センター部北エリア担当（修繕センター部南エリア担当）

職員の人事
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くだもの

東北大進設備㈱　代表取締役社長

宮城県管工業協同組合
総務・厚生委員　菅　井　孝　司

　この度、宮管だよりの投稿の依頼を受け、題名は何にしようかと迷っている中、とある新年会で果

物の話になり、泉区のある社長様に「菅井さん、宮管の投稿、『果物』で書いてくださいよ」と言わ

れました。題名を「くだもの」で書いてみたいとは思うものの、果物といっても名前や好き嫌いぐら

いの認識しかなく…。私の知る限りの事を思いながら、書き進めていきたいと思います。

　ちなみに私の好きな果物は、スモモです。その中のばたんきょ
0 0 0 0 0

が好きで、よく祖父が買ってきてく

れました。それも歯が砕けるほど固いのが好きで、熟したのが味的にはおいしいのでしょうが、どの

果物でも味よりも硬さを私は重視します。

　果物は、一年を通して食卓のテーブルの上などに、なにげなくあるのではないでしょうか。スーパー

などに足を向けると一年を通して果物が置いてあります。

　代表的なものに、春先にはいちご・キウイ、夏にはももやぶどう、夏の終わりから秋にはりんご、

なしも出始めます。秋の果物は酸っぱいというよりは甘い果物が多いようです。冬の始まりには柿、

真冬にはみかんが出てきます。私が幼いころ、母が干し柿を吊るしていました。外側に粉が吹いてい

て、中はぶよぶよしている干し柿を、いやいやながらも食べさせられたのでした。こうして日本の果

物には、四季を感じることができます。

　いちご狩り、ももやぶどう狩り、秋のなし狩りは、収穫して食べる楽しみなどもあります。

　私もいちご狩りやサクランボ狩りに行きますが、子供たちは「おいしい」「おいしい」と言いなが

らたくさん食べていますが、よくそんなに食べられるなぁと思いながら、自分自身もお腹の心配をし

ながら負けじと食べています。

　我が家では、子供たちが果物をよく食べます。特にりんごやなしなどは、時期になるとほぼ毎日の

ように食べます。利府なしが有名ですので、某ゴルフ場へ行った時には必ずというほど帰りに買って

帰ります。りんごは、私的には山形県朝日町のりんごが特においしく、わざわざ現地へ買いに行くほ

どお勧めです。

　果物にはビタミンやミネラルなどが多く含まれ、体にいいと言われています。しかし、その反面、

糖分も多いため食べすぎには気を付けなくてはいけないとも言われ、一日200g位が適量のようです。

　皆さんも、自分の好きな果物の季節にご自宅のテーブルの上を覗いてみてはどうでしょうか。

投　稿
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国税だより
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健康だより
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Ｐ
パ　ム

ＵＭくんの「これ知ってる？」

相
あ い

生
お い

橋

　「相生」の意味としては、２本以上の木が同じ根から生え出ていること。
特に松の木に関して「相生の松」と使い、 転じて、夫婦が仲睦まじいこと、
また、「相老」とかけて、夫婦が共に長生きすることをいいます。

　いつも“みやかん”をご愛読頂きありがとうございます。次頁の「広瀬川に架かる橋を訪ねて」で、
「相生橋」を紹介していますが、「相生橋」という名は全国各地に見られますので、いくつか有名な橋
をご紹介したいと思います。

・東京都中央区の隅田川に架かる相生橋
　東京都道463号上野月島線（清澄通り）を通す橋。「相生」という名称は、この橋がはじめ長短二橋
で構成されていたことから「相生の松」に由来する。
　
・広島県広島市の本川と元安川に架かる相生橋
　広島市中心部を流れる本川（旧太田川）と元安川の分岐点に架かる、相生通りと広島電鉄が通る併
用橋。全国的にも珍しいＴ字型の橋である。そのすぐ南側には、木造の東西２つの相生橋があり、そ
れが撤去されるまでのわずかな間、相生橋はＨ字型を構成する特徴的な景観だった。原爆投下はこの
橋を目標にしたといわれている。

・佐賀県伊万里市の伊万里川に架かる相生橋
　橋上を通る道路は国道204号線。伊万里焼が欄干の擬宝珠になり、手すりの下にも陶器製の絵が飾
られている。川岸に２本の松が夫婦松のように仲良く並んでいたことから、夫婦・恋人と渡ると仲睦
まじくなると言われている。

・岡山県岡山市の旭川に架かる相生橋
　岡山市の中心街を流れる旭川に架かる橋。周辺は、池田氏31万5,000石の岡山城や日本三名園であ
る岡山後楽園など史跡名勝が点在し、市の文化的シンボルゾーンとなっている。

・山形県米沢市の最上川に架かる相生橋
　橋より先の河川敷が米沢上杉まつりの川中島合戦場となっている。

・兵庫県高砂市と兵庫県加古川市に架かる相生橋 
　加古川の最下流に架かる橋。

・三重県四日市市の四日市港に架かる相生橋
　相生橋から眺める遠景のコンビナートと地元の漁船、水面と民家の夜景が美しい。

・長崎県佐世保市の佐世保川に架かる相生橋
　佐世保市比良町にあり、最寄り駅は佐世保中央駅。
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相生橋　 

　平成25年新春号の“みやかん”から、広瀬川に架かる橋をご紹介しています。
　広瀬川は、仙台市青葉区の関山峠付近を源流に仙台市内のみを流れ若林区日辺で名取川と合流しま
す。幹川延長が45.2㎞、（生活用の小さい橋を除き）44本の橋が架けられています。

　相生橋は、仙台市青葉区作並字檀ノ原の国道48号線上にある橋です。長さ50メートル、幅員12メー
トルで、平成23（2011）年９月に通行が開始されました。この橋には、塗装せずに使用してもあまり
錆びないという「耐候性鋼材（無塗装）」が使用されています。また、橋のたもとにある親子３本の
こけし塔が、作並を訪れた人を歓迎してくれます。
　現在は撤去されましたが、すぐ下流に旧相生橋［長さ35.3メートル、幅員6.2メートル、昭和29（1954）
年完成］がありました。旧相生橋は、橋の前後で急カーブが連続し、また、大型車がギリギリすれ違
えるくらいの幅しかなかったため、地元地域等から線形改良の要望があり、平成19年度から改良事業
が行われ、この相生橋が架けられました。

〔写真撮影：㈲星川工業所　星川　猛　氏〕
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「採
さ い

菓
か

汲
きゅう

水
す い

」
（果

このみ

を採り、水を汲むの意から）厳しい仏道修行をすること。「汲水」は「きっすい」「ぎっすい」

とも読む。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

 一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。

１　山　女（　　　　　）

２　山　羊（　　　　　）

３　山　脈（　　　　　）

４　山　姥（　　　　　）

５　山　葵（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。

１　散漫な知識をケイトウ的に整理する。　　　　　　　（　　　　　）

２　民俗学に若い頃からケイトウしている。　　　　　　（　　　　　）

３　球団の新人選手がケイトウした。　　　　　　　　　（　　　　　）

４　失敗は成功へのケイキと考えて努力する。　　　　　（　　　　　）

５　ケイキ回復の手段を講じる。　　　　　　　　　　　（　　　　　）

 三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。

１　時　期（　　）早　　　　　２　三　三　五（　　）

※解答は40頁です。
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編集歳時記
（2018年若草号№478）

　震災からもうすぐ７年、また３.11がやってきます。常磐自動車道が全線復旧開通してから３年に

もなります。

　先日、少し時間があったので、快適な自動車道に乗るのをやめて国道６号線を走ってみました。富

岡町の一部から南相馬市の一部までは、住民の方々の帰宅困難な区域が続きます。自動車道が開通し

たころは、高速道路の上からも震災の爪痕が見えましたが、最近は除染で出た汚染物質の入った黒い

ビニール袋の数もだいぶ少なくなり、風景と一体化し、違和感を覚えなくなっていました。

　しかし、６号線を走ってみると、未だ震災時のまま、ガラスの割れた状態の中に商品が残ったまま

の店舗、重機の車輪が錆びてしまったリース会社、展示されたまま朽ち果てた高級外車の並ぶ中古車

販売店など、そこだけはあの日のままだったのです。

　そして、一般人が通行出来るのは、ほぼ６号線のみで交差点や横道には通行許可証を確認する警備

員の姿。（あの方々は被曝しないのでしょうか）

　７年前、毎日のようにテレビで見ていた福島第一原子力発電所には、遠目にクレーンが何基も立ち

並び、何時終息するかわからない作業が続いているようです。高速道路から見て、少なくなったと思っ

た黒いビニール袋は、道路わきの塀の中にうず高く残されていました。

　考えてみても、あの時生まれた子供はもう小学生、震災により町に戻れなくなった方々も新しい人

生を送っているのは当たり前かも。そこだけが、止まってしまった街なのかもしれません。

　今年の干支は「 戊
つちのえ

戌
いぬ

」です。中国の陰陽五行思想によると「戊
つちのえ

」と「戌
いぬ

」は、いずれも五行（木・

火・土・金・水）の中で土の元素にあたります。土は万物を育成・保護する性質を表しており、季節

の変わり目の象徴でもあります。同じ元素が重なっている状態を「比
ひ

和
わ

」といいますが、これによて

元素の性格が強調されると言いますので、今年は変化のスピードがより激しくなるのではないかとあ

る経済人が言っていました。

　少なくとも、この止まってしまった街には、激しい変化のスピードがやって来る事を切に願いなが

ら家路についた一日でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部　祐光（宮春工業㈱）
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．やまめ　２．やぎ　３．やまなみ、さんみゃく　４．やまうば　５．わさび

二．　１．系統　　２．傾倒　　３．継投　　４．契機　　５．景気

三．　時期尚早（じきしょうそう）

　　　　時期がまだ早いこと。（時機尚早とも書く）例：「結論を出すには、時期尚早だ」

　　　　三三五五（さんさんごご）

　　　　あちこちに散在する様子。ちらほら。例：「三三五五行楽に出掛ける」

宮城県管工業協同組合　第43期　広報委員会
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